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式
典
に
は
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
夫

人 

安
倍
昭
恵
さ
ん
、
村
岡
嗣
政
山
口
県
知

事
、
野
村
興
兒
萩
市
長
、
村
田
弘
司
美
祢
市

長
ら
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
西
市
長
は
式
辞
で
「
10
年
前
、
多
く
の

人
た
ち
の
尽
力
に
よ
り
長
門
市
が
誕
生
し
ま

し
た
。
合
併
に
よ
り
近
隣
自
治
体
と
の
連
携

が
進
み
、
成
果
も
現
れ
て
い
ま
す
が
、
人

口
減
少
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

今
後
は
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

「
チ
ー
ム
な
が
と
」
で
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。
合
併
20
年
、
50
年
に
向
か
っ
て
共

に
新
し
い
長
門
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
村
岡
県
知
事
は
、「
現
在
長
門

市
が
成
長
戦
略
行
動
指
針
に
基
づ
い
て
取
り

組
み
を
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
期

待
を
し
て
い
ま
す
。
本
日
の
合
併
10
周
年
を

契
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
充
実
さ
せ
、

県
と
手
を
携
え
て
活
力
み
な
ぎ
る
山
口
県
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

長
門
市
合
併
10
周
年
記
念
式
典

　
長
門
市
・
三
隅
町
・
日
置
町
・
油
谷
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
長
門
市
の
合
併
10
周
年
記

念
式
典
が
3
月
22
日
（日）
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
開
催
さ
れ
、
市
民
ら
約
500
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
功
績
が
あ
っ
た
市
民
・
団
体
に

対
し
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

特
別
功
労
者
表
彰

　
香
月
　
婦
美
子
（
三
隅
下
久
原
）

　

香
月
泰
男
美
術
館
開
館
以
来
、
名
誉
館
長

と
し
て
企
画
、
運
営
に
協
力
し
、
こ
の
た
び

多
数
の
香
月
泰
男
画
伯
作
品
を
市
に
寄
贈
し

た
功
績

一 

般 

表 

彰

 

自 

治 

功 

労

　
松
永
　
亘
弘
（
東
深
川
田
屋
区
）

　

６
期
22
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
市
議
会
議

員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
確
立
と
市
政
の
発

展
に
尽
力
。
そ
の
間
、
市
議
会
議
長
な
ど
要

職
を
歴
任
し
、
円
滑
な
議
会
運
営
及
び
住
民

福
祉
の
向
上
な
ど
地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与

し
た
功
績

 

社
会
事
業
功
労

　
天
野
　
秀
雄
（
東
深
川
正
明
市
２
区
）

　

平
成
4
年
以
来
、
今
日
ま
で
22
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
市
生
活
保
護
嘱
託
医
と
し
て
地

域
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
た
功
績

　
内
山
　
満
男
（
通
６
区
）

　

昭
和
58
年
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
、

平
成
19
年
か
ら
は
同
会
長
と
し
て
、
社
会
福

祉
の
向
上
に
寄
与
し
た
功
績

　
こ
だ
ま
会

　

昭
和
54
年
以
来
、
今
日
ま
で
36
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
音
訳
活
動
を
通
じ
、
目
の
不
自

由
な
人
と
の
交
流
な
ど
社
会
福
祉
の
向
上
に

寄
与
し
た
功
績

　
社
会
福
祉
法
人 

善
隣
会

　

平
成
17
年
か
ら
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
で
保

育
園
児
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す

る
な
ど
地
域
交
流
や
児
童
福
祉
の
向
上
に
寄

与
し
た
功
績

　
長
門
市
立
菱
海
中
学
校

　

長
き
に
わ
た
り
、
自
主
的
に
大
浜
海
岸
の

清
掃
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
環
境
教
育

の
一
環
と
し
て
「
海
辺
の
漂
着
物
調
査
」
を

実
施
す
る
な
ど
地
域
の
環
境
美
化
・
景
観
の

保
全
に
寄
与
し
た
功
績

 

教 

育 

功 

労

　
梶
山
　
公
則
（
東
深
川
正
明
市
２
区
）

　

長
き
に
わ
た
り
、
社
会
教
育
委
員
長
、
青

少
年
育
成
市
民
会
議
会
長
、
体
育
協
会
会
長

な
ど
社
会
教
育
の
振
興
に
寄
与
し
た
功
績

　
山
口
県
立
大
津
緑
洋
高
校 

水
産
科
学
部

　

藻
場
の
再
生
な
ど
海
洋
環
境
の
研
究
で
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
功
績

 

芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労 

　
大
内
山
楽
踊
保
存
会

　

昭
和
62
年
に
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
貴
重
な
郷
土
芸
能
の
保
存
、
伝
承
及
び

後
継
者
の
育
成
に
寄
与
し
た
功
績

　
通
鯨
唄
保
存
会

　

昭
和
46
年
に
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
後
継
者
の
育
成
に
努
め
る
な
ど
無
形
民

俗
文
化
財
の
保
存
と
伝
承
に
寄
与
し
た
功
績

　
長
門
郷
土
文
化
研
究
会

　

郷
土
史
の
研
究
、
貴
重
な
文
化
財
の
発
掘

な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
市
民
の
郷
土
愛
育

成
や
文
化
振
興
に
寄
与
し
た
功
績

　
油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
通
じ
、
地
域
に
元
気
と

感
動
を
届
け
る
な
ど
地
域
の
文
化
振
興
に
寄

与
し
た
功
績

 

社
会
活
動
功
労

　
入
江
　
寛
（
三
隅
中
市
）

　

40
年
の
長
き
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て

精
励
し
、
そ
の
間
、
団
長
を
務
め
る
な
ど
、

消
防
団
の
育
成
と
防
火
思
想
の
普
及
向
上
に

寄
与
し
た
功
績

　
小
林
　
武
人
（
東
深
川
湊
中
央
区
）

　

平
成
9
年
以
来
、17
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

湊
中
央
区
自
治
会
長
と
し
て
尽
力
。そ
の
間
、

市
自
治
会
連
絡
協
議
会
会
長
を
務
め
る
な
ど

自
治
活
動
に
寄
与
し
た
功
績

　
長
門
市
連
合
婦
人
会

　

女
性
の
自
立
と
地
位
向
上
に
努
め
、
婦
人

会
活
動
を
通
じ
地
域
振
興
に
寄
与
し
た
功
績

 

産 

業 

功 

労

　
木
村
　
ひ
ろ
み
（
日
置
上
茅
刈
）

　

農
山
漁
村
で
働
く
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
女
性
の
社
会
活
動
の
推
進
に
寄
与
し
た

功
績 

   

　
高
見
　
幸
雄
（
日
置
下
雨
乞
） 

　

昭
和
39
年
以
来
、
今
日
ま
で
51
年
の
長
き

に
わ
た
り
苗
木
生
産
の
技
術
向
上
に
尽
力
。

そ
の
間
、
雨
乞
山
林
樹
苗
生
産
組
合
組
合
長

を
務
め
る
な
ど
、
林
業
の
発
展
や
後
継
者
育

成
に
寄
与
し
た
功
績 

　
脇
坂
　
泰
行
（
東
深
川
田
屋
区
）

　

平
成
14
年
以
来
、
今
日
ま
で
12
年
の
長
き

に
わ
た
り
市
農
業
委
員
と
し
て
優
良
農
地
の

確
保
等
に
尽
力
。
そ
の
間
、
同
会
長
と
し
て

農
業
・
農
村
の
振
興
に
寄
与
し
た
功
績

　
農
事
組
合
法
人 

ア
グ
リ
中
央

　

農
地
の
集
積
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
農

産
物
直
売
所
を
開
設
す
る
ほ
か
、
農
産
物
加

工
、
園
芸
、
畜
産
な
ど
の
多
角
的
な
取
組
み

に
よ
り
経
営
の
安
定
を
図
り
、
他
の
模
範
と

な
る
農
業
経
営
を
し
、
農
業
の
発
展
に
寄
与

し
た
功
績

　
通
定
置
漁
業
組
合

　

平
成
11
年
の
設
立
以
降
、
市
場
に
お
け
る

取
扱
量
の
安
定
的
確
保
及
び
漁
業
就
業
者
の

雇
用
な
ど
水
産
業
の
振
興
に
寄
与
し
た
功
績

　
長
門
や
き
と
り
横
丁
連
絡
協
議
会

　

全
国
や
き
と
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
「
や
き
と

り
の
ま
ち
長
門
」を
全
国
に
向
け
て
発
信
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域
活
性
化
に
寄
与
し

た
功
績

　
日
置
す
い
か
生
産
出
荷
部
会

　

昭
和
54
年
の
設
立
以
降
、
高
い
品
質
管
理

に
よ
り
消
費
者
か
ら
信
頼
を
得
る
な
ど
、
な

が
と
ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度
を
高
め
た
功
績

地
域
づ
く
り
功
労

　
青
海
島
共
和
国

　

平
成
19
年
の
設
立
以
降
、
元
気
な
島
国
づ

く
り
を
目
指
し
て
都
市
住
民
と
の
交
流
や
修

学
旅
行
生
徒
の
受
入
れ
な
ど
地
域
の
振
興
に

寄
与
し
た
功
績

　
俵
山
地
区
発
展
促
進
協
議
会

　

昭
和
47
年
の
設
立
以
降
、地
区
の
体
育
祭
、

手
作
り
蛍
祭
り
in
俵
山
の
開
催
な
ど
地
域
の

元
気
を
創
出
し
、
地
域
づ
く
り
に
寄
与
し
た

功
績

　
公
益
社
団
法
人 

長
門
青
年
会
議
所

　
「
長
門
ヨ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ
」
な
ど
地
域
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
に
積
極
的
に
関
わ
る
ほ

か
、
韓
国
と
の
国
際
交
流
を
行
う
な
ど
地
域

づ
く
り
と
地
域
活
性
化
に
寄
与
し
た
功
績

　
三
隅
上
地
区
発
展
対
策
協
議
会

　

昭
和
46
年
の
設
立
以
降
、地
区
の
体
育
祭
、

　

式
典
終
了
後
、
文
筆
家
の
乙
武
洋
匡
氏
に

よ
る
合
併
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
約
800

人
が
来
場
し
ま
し
た
。
乙
武
氏
は
、「
み
ん

な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
と
い
う
金
子

み
す
ゞ
の
詩
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

小
学
生
の
部  

　
林
　
彩
音
（
油
谷
小
６
年
）

　
「
私
の
好
き
な
長
門
市
」

中
学
生
の
部 

　 

坂
倉
瑞
季
（
菱
海
中
２
年
）

　
「
長
門
市
の
未
来
」

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

園
児
の
部

　

三
隅
保
育
園
　
き
く
組

　
「
あ
お
い
う
み 

み
ど
り
と
た
い
よ
う
の

　

み
ん
な
の
ま
ち 

な
が
と
し
」

小
学
生
の
部

　

中
村
　
優
佑
（
日
置
小
４
年
）

　
「
絆
が
深
ま
る
長
門
市
」

▲講演する乙武氏

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、
ホ
タ
ル
祭
り
の
開
催
な

ど
地
域
の
元
気
を
創
出
し
、
地
域
づ
く
り
に

寄
与
し
た
功
績

▲表彰式のようす


